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小樽港観光船ターミナル施設概要

令和７年１月

小 樽 市



小樽港観光船ターミナルについて

【外観コンセプト】

屋根を天狗山（街）、石狩湾（海）に軸を取り、街＝歴史、海＝未来と見立て、屋根先端をそれぞれに向かって緩やかにせり上げることで、小樽の歴
史に敬意を表しながらも、これからの未来に向かって大きく発展する小樽の姿を表現する。

【色彩計画】

周囲の景観と調和するように、彩度の低い落ち着いた色彩計画とし、周囲に圧迫感、不快感を与えないように配慮し、ベースカラーは無彩色で計画。
ただし、無彩色は無機質となる場合があるので、テクスチャー（素材感）や外部照明を工夫し、明るく親しみの持てる色彩とする。

2

小樽港観光船ターミナル・外観イメージ図

：看板等の設置可能位置
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【小樽港観光船ターミナルに導入する機能】

① 観光船運航に必要となる機能

• 待合スペース ～ 水辺を眺めることが可能となるよう海側に配置。子育て世代にも配慮し、授乳室やおむつ交換室を設置

• 24時間対応トイレ（１F） ～ 隣接する緑地（広場）の公衆トイレの役割も果たすため、24時間利用に対応
（多目的トイレ1基、男性用（大3基、小3基）、女性用（4基））

• 観光船事業者の機能 ～ 券売所、事務室、船員控室・更衣室等

• エレベーター ～ 11人乗り、車いす仕様

• 庇 ～ 船だまり側は護岸の階段・スロープまでカバー（W=6.5m）し、乗船客の快適性に配慮。他3面は幅2m

② 多目的ホール他（2F）

• 多目的ホール ～ クルーズ船寄港時の交流事業、海事機関等の広報・リクルート活動、賑わい創出のための室内イベントや
屋外イベントの運営会場等の活用を見込む。未使用時は休憩や展望スペースとして一般開放予定

• テラス ～ 耐久性に考慮し人工再生木のウッドデッキを採用（215.91㎡）

③ 脱炭素・環境対応
• 再生可能エネルギー ： 太陽光発電システム 3.28kW（410W×8枚(壁付け) ※ 1階公共スペースの照明見合い分

【観光船ターミナルの規模等】

① 建築計画概要 ＜敷地の概要＞ 地名地番 小樽市港町33の内、168-1の内、165の内、32の内
都市計画区域 市街化区域
用途地域 準工業地域、容積率200%、建ぺい率60%
地区計画等 景観計画区域、臨港地区（商港区）
防火地域 準防火地域
日影規制 規制除外エリア（臨港地区のため）
敷地面積 4,321.13㎡（1,304.53坪）
道路幅員 道路幅員20m、接道距離45.926m

＜建物の概要＞ 建物種別 観光船ターミナル
構造規模 鉄骨造：準耐火構造（ロ－2）、2階建
最高の高さ 11.76m
最高の軒天 11.32m



小樽港観光船ターミナル・立面図

道路側（東側）立面図 船だまり側（西側）立面図

緑地側（南側）立面図 第３号ふ頭側（北側）立面図
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：看板等の設置可能位置
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小樽港観光船ターミナル配置図
（１Ｆ平面図）

小樽港観光船ターミナル配置図
（２Ｆ平面図）



小樽港観光船ターミナル・多目的ホールイメージ図

6


